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Ⅰ はじめに

本研究は，「継続研究」
１）
として位置づけてい

る。 歴史授業における社会的判断力を「歴史的な

論争問題・場面に対応する複数の政策・行為の選

択肢を，事実を根拠に評価（価値判断）し，選択

（意思決定）していく能力」
２）
であると規定し，

①社会的判断力育成の社会科歴史授業を開発・実

践をし，②歴史認識の深まりという視点から①の

分析・評価を行い，③研究の成果と課題について

論じていく。前回はアメリカ独立革命期の合衆国

憲法を，今回はフランス革命期のルイ１６世の絶対

王政を素材に授業開発を行う。

Ⅱ 社会的判断力育成の社会科歴史授業

開発

１ 歴史認識の深まりを意図する社会的判断力育

成の社会科歴史授業～先行研究の課題～

筆者は先行研究において，社会的判断力育成の

社会科歴史授業では，歴史認識の深まりに課題が

残ると指摘し，歴史認識の深まりを意図した単元

構成，資料選択の必要性を説いた。
３）
単元構成に

おいては単元終末部における補完的な学習の展

開，資料選択においては学習内容の明確化と資料

数の多さを提案した。
４）
しかしながら，次の課題

が指摘できる。それだけで，歴史認識の深まりが

保障できるのかという疑問である。資料で得られ

る学習内容を明確にさせれば，どのような歴史認

識が得られ，どのように補完的な授業を組織すれ

ばよいか分かる。しかし，その学習内容は生徒全

員が把握できるかどうかは不確定である。生徒は

資料を選択しながら討論を行うからである。生徒

一人一人が得られる内容には差が生じるのであ

る。とすれば，学習内容の明確化とともに，どの

ような討論（議論）を展開すればよいかという討

論の質が歴史認識の深まりを規定することとな

る。歴史認識を深めるための討論が必要なのでは

ないか。また，補完的な学習について課題を明確

にしておきたい。合衆国憲法の学習の場合，「奴

隷性の維持」が合衆国憲法のイメージを許されな

い人権侵害として把握され，歴史事象を現在の価

値で評価するという危険性が想定された。
５）
それ

を回避するために，「どうして奴隷制度は維持され

たのか？」という学習課題を補完的に設定し，当

時の時代背景を理解させるようにした。
６）
奴隷制

度のアメリカ経済への影響，奴隷のアメリカに対

する愛国心などから，奴隷制度の維持という歴史

事象をその当時の状況として冷静に受け止め「奴

隷制度維持の必然性」として理解する生徒はいた。

しかし一方で，「奴隷に対する不平等な扱い」など，

奴隷制度のマイナス評価で終わる生徒が少なから

ずいた。単元構成の上では，時代背景の理解とし

て奴隷制度の学習を位置づけていたけれど，その

ことが生徒に十分伝わらなかったのではないか。

補完的な学習の意味づけに工夫がいると考えられ

る。

２ 単元構成論

 歴史的論争問題としての「ルイ１６世の絶対王

政」
７）

ルイ１６世は，フランス革命期の国王である。

統治者としては評価を受けない国王であった。革

命期天候不順で，凶作となっても，人頭税や十分

の一税の徴収，派手な宮廷生活の維持をさせた。

財政悪化にもかかわらずアメリカ独立戦争に対す

る財政支援も行った。また，奴隷黒人や受動的市

民（納税していない市民）や女性に対して参政権

を平等に与えることはなかった。さらに，フラン
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ス国民の怒りをかったのは，ヴァレンヌ逃亡であ

る。国王が外国と謀ってフランスに攻め入ろうし

ている噂の信憑性が増し，「王政を廃止せよ」と

いう声が一気に沸き起こり，国王の処刑へと革命

は突き進んだ。しかしながら，ルイ１６世の絶対

王政には評価される点も指摘されている。財政危

機に対しては，特権身分の税負担を進めようと考

えたし，財務総監にチュルゴーを任命し赤字幅減

少にかなり成果をあげた。寛容令を出し，プロテ

スタントやユダヤ教徒にも市民権を与えることで

信教の自由を保障した。海軍の知識がある国王は，

海軍の再編を図り国家を守った。残酷な刑や死刑

をなくし，刑罰の人道主義化に努めた。つまり財

政，国力増強，自由の保障，人権保障などさまざ

まな面で有効な政策を打ち立てたのである。

以上のようにルイ１６世の絶対王政については，

相反する評価が成り立ち，歴史的論争問題として

の特質を含んでいる。また，ルイ１６世という人

物の評価は生徒にとって取り組みやすい。歴史学

習においては，「人物学習」が浸透しているからだ。

人物学習には人物の評価も学習方法として含まれ

ている。合衆国憲法の学習のように憲法を評価す

るには，憲法の条文を読んでその意味を理解する

ことから始める必要があり，生徒の意見構築に時

間がかかったり，取り組みやすい資料に偏ったり

する可能性がある。

 歴史認識の深まりを意図する討論

討論により，歴史認識を深めるには，三つの手

立てが必要である。一つは，どのような討論を授

業において成立させようとしているのかという授

業者の目標を明確にしておくことである。今回は，

能力目標として明示している。形式的には，「○

○があったことを踏まえて，□□側と判断するこ

とができる。」というふうにである。二つは，概

念的知識（時代解釈）とかかわる内容を資料とし

て教師が準備することである。二つの立場を補強

する資料の中により高次の知識が習得できるもの

があれば，積極的に活用する。三つは，概念的知

識（時代解釈）とかかわるような資料を生徒に討

論で使わせるような指示を授業中に与えることで

ある。例えば「用意した資料からは○○のような

ことが読み取れる。」などのように，ヒントを出し，

資料を選びやすくする。そして，こちらが意図す

る学習内容にせまれることができるようにする。

また，討論のまとめにおいて，例えば「政治には

何が必要か」などのように選んだ資料の意味づけ

を行う補足的な発問を行い，より高次の知識にせ

まるようにする。

 補完的な学習で扱う学習材

補完的な学習が単元全体でどのような役割を果

たすのかを教師だけでなく生徒に明確にしておく

必要がある。まずは，討論で生徒が学習内容に対

して，どのようなイメージをもつかを分析する必

要がある。扱う学習材によって，偏った意見をもっ

てしまう可能性があるなら，偏った意見を批判的

に吟味できるような学習を補完的な学習に準備す

る必要がある。その際扱う学習材は，討論と同じ

にしたい。なぜなら，合衆国憲法の学習の際、奴

隷制度や合衆国憲法に対してマイナスイメージを

もってしまった生徒が少なからずいたのは，学習

材を変えてしまったことが原因としてあるのでは

ないか，と考えている。学習材を変えるのであれ

ば，少なくとも変えた理由を生徒に説明し，奴隷

制度が当時のアメリカ合衆国の時代背景であるこ

とをしっかりと捉えさせる授業にする必要があっ

た。しかしながら，十分にそのことが行えなかっ

たため，合衆国憲法の学習をしているのか，奴隷

制度の学習をしているのか混乱してしまったので

はないかと考える。今回の単元においては，討論

と補完的な学習の学習材を同じにして単元構成を

図った。同じすることにより，生徒の学習の混乱

を回避することができる。その上，単元を追うご

とに生徒の追求意欲を持続しながら，歴史認識が

深まることが期待できる。

３ 単元の構成

本小単元は，次の５つのパートで構成する。

学習計画（各１時間：計５時間 ◎は中心発問）
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Ⅰ 個人の最初の判断

◎ルイ１６世の絶対王政は，有罪か？

Ⅱ 一方の立場に立脚した根拠の作成

◎ルイ１６世の絶対王政は，有罪である。

どうして？



パートⅠでは，「ルイ１６世の絶対王政は有罪

か？」について最初の判断を行う。絵画やグラフ，

ルイ１６世の政治（行動）を根拠として自分の主

張を構築する。まずは，「有罪である」の資料に

ついて，教師が説明する。例えば，風刺画から国

民が税に苦しんでいたこと，当時の税徴収の資料

から「十分の一税」「人頭税」「年貢」などたくさ

ん税を支払っていたことなど。次に「無罪である」

の資料について説明する。例えば，財政危機を改

善するためにチュルゴーを財務総監に任命し成果

を得たこと，三部会を召集し政治について広く国

民に意見を求めたなど。そして，「ルイ１６世の絶

対王政が有罪か，無罪か？」についての自分の意

見をつくらせる。意見を作成するにあたって

トゥールミン図式を活用する。意見の例をもとに

トゥールミン図式の構成要素，意見の作り方を説

明する。この時，意見が一つでも多く作れること

が望ましいことを触れて置き，パートⅡへつなげ

る。

パートⅡでは，一方の立場に立脚した根拠の作

成を行う。「ルイ１６世の絶対王政は有罪である」

という主張に立ち，準備した資料の中から根拠と

なるものを選択し，理由付け（資料解釈）を考え

る学習となっている。資料については，文献記述，

記述にかかわるキーワードや図や絵を組み合わせ

たものを準備した。読むだけでは理解できない生

徒への学習支援である。資料からは，重税や王妃

マリーアントワネットの浪費，飢饉，アメリカ独

立戦争の支援などによって，国家財政及び国民の

生活が苦しくなったことが解釈できる。また，奴

隷黒人，受動的市民，女性に関しては参政権が与

えられなかったこと，ヴァレンヌ逃亡によって国

民の信頼が低下してしまったことなどが解釈でき

るようになっている。これらの解釈は，フランス

革命期の時代解釈である。生徒には確実に読み

取ってほしい内容だと考え，「『有罪である』の資

料からは『国民の生活が苦しい，人々を平等に扱っ

ていない，国民の信頼を失う』が読み取れるよ。」

とヒントを出し，時代解釈にせまりやすいように

支援した。さらに，「理由づけからは，政治には

何が必要かよく分かりますね。」と時代解釈を政治

的資質として捉えることができると説明する。

パートⅢでは，他方の立場に立脚した根拠の作

成を行う。パートⅡの逆の立場で学習をすすめる。

「ルイ１６世の絶対王政は無罪である」という主張

に立ち，意見をつくる学習をすすめる。「『無罪で

ある』の資料からは『効果的な政策，革命的雰囲

気が大きくなっている，頭脳明晰，国民に慕われ

ていた』ことが読み取れるよ。」と，ヒントを出

した。資料からは，財政改善政策としてチュルゴー

を財務総監に任命したこと，国民救済政策として

ベルサイユ行進でパンと麦の配給する約束をした

こと，外交政策としてアメリカ独立戦争を支援し

たこと，宗教緩和政策として寛容令を出したこと，

軍事政策として海軍再編をすすめたこと，人権尊

重政策として刑罰の人道主義化を実行したことな

どにより，国家・国民のための効果的な政策を実

行したことが解釈できる。次に三部会の開催によ

り民主的な政治をすすめられるようになったこ

と，フランス革命を推し進める雰囲気をつくりだ

すことにつながったことが解釈できる。また錠前

作り・地図の作成・哲学書を原書で読む・ギロチ

ンの斜めの刃の提唱はルイ１６世の個人的な功績

である。この功績から頭脳明晰な国王の姿が解釈

できる。最後に，文献の記述からルイ１６世は国

民から慕われ，現状の苦しさを解決してくれると

期待していたことが解釈できるようになってい

る。学習のまとめとして，どのような理由付けが

なされたかを注目し，国家や国民のことを考えた

政策が行われたこと，それらの政策が革命を推し

進めることになったことなどに触れ，「政治に必要

な資質とは何か」について生徒に意見を求める。

国民生活の改善・平等の実現・統治者への信頼が

必要であると判断できるようになっている。

パートⅣでは，パートⅠ～Ⅲをふまえ，個人の

最終判断を行う。書き方が例示されたワークシー
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Ⅲ 他方の立場に立脚した根拠の作成

◎ルイ１６世の絶対王政は，無罪である。

どうして？

Ⅳ 個人の最終判断

◎ルイ１６世の絶対王政は，有罪か？

Ⅴ 時代背景の把握

◎どうして絶対王政が成立したのか？



トに自分の考えをまとめる活動である。資料の数，

資料の解釈，文の構成・形式を観点にしてワーク

シートに記入できる。完成した文をもとに，最終

判断について議論する活動を行う。互いの意見を

主張しあうなかで「国民の生活」「国力増強」「国

王としての資質」「平等な権利」などを議論の観

点として絶対王政を評価していく。これらの観点

そして今やっている議論そのものが政治に必要な

ことであることに気づかせる。授業の終わりに，

絶対王政の不必要性について説明し，「国民の生活

を苦しめた絶対王政がなぜ成立したのか？」と生

徒に疑問をもたせ，パートＶにつなげる。

パートＶでは，ルイ１６世の政治をふりかえり，

国民が重税で苦しみ，国民を平等に扱っていない

から，革命が起こったことを説明し，生徒に絶対

王政の必要性に疑問を持たせ，「なぜ，絶対王政

が成立したのでしょうか？」という学習課題を設

定する。絶対王政の成立理由は４つある。１つ目

は教皇権の相対的な衰弱である。インノケンティ

ウス３世の「教皇権は太陽，皇帝（国王）権は月」

という言葉，黒死病とジャックリーの乱，アナー

ニ事件，三部会の開催により教皇権が衰弱し，国

王に権力が集中するようになったことを理解させ

る。２つ目は王権神授説により国王に権力が集中

することが正当化されることを，３つ目は権力を

維持させていくために，常備軍を配置したことを，

常備軍の配置には貿易によって得た利益を充てた

ことを理解させる。４つ目は貨幣経済の浸透によ

り商業圏が拡大し，市場の統一の必要性が生じた

ことから，国民（都市の市民）が市場の統一のた

めに中央集権的な政治権力つまり，国王の力が必

要となったことを理解させる。以上の４つの存在

理由から，絶対王政の成立には国王への権力の移

行と被統治者の期待があったことをつかませる。

こうした単元展開をふまえて，詳細な教授計画

書（試案）を表１に示した。
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表１．小単元「ルイ１６世の絶対王政は有罪か？」の教授計画書（試案）

１．単元の目標
 能力目標
①国民生活・平等・信頼を考慮した政策が欠けていたことを踏まえて，ルイ１６世の絶対王政は有罪で
あると判断することができる。
②効果的な政策・革命的雰囲気の醸成を結果としてもたらしたことを踏まえてルイ１６世の絶対王政が
無罪であると判断することができる。
③根拠となる資料を（複数）選択し，解釈し，それらをもとに意見を構築することで，ルイ１６世の絶
対王政の是非について決定することができる
④国民生活の改善・平等の実現・統治者への信頼が，政治に必要であると判断することができる。
 知識目標
ａ 概念的知識（時代解釈）
①フランス革命は，近代市民社会をもたらした。しかしながら，市民社会の市民には，受動的市民・奴
隷・女性は含まれていなかった。
②市民革命期における市民の生活は非常に苦しく，絶対王政の徴税政策によりさらに困窮を極めた。
③権力の集中には，権力を掌握する統治者のみの働きかけ（争い・政治など）だけでなく，被統治者の
働きかけ（願い・期待など）も存在した。
ｂ 説明的知識（歴史的事象についての解釈）
①ルイ１６世は,財政改善・外交・宗教緩和・軍事・人権尊重政策・三部会開催など国力・国民のことを
考えた政治を行った。
②ルイ１６世は,頭脳明晰で錠前作り,地図の作成，ギロチンの斜めの刃の発明を行った。
③国民の生活が苦しいのに，人頭税，十分の一税などの経済的負担を与える政治を行った。
④国民が国王の力を必要としているのに,ヴァレンヌ逃亡により,国民の信頼を失った。
⑤絶対王政が成立したのは，教皇権の皇帝権に対する相対的衰弱化，絶対王政の理論的根拠としての王
権神授説，権力維持装置としての常備軍の運営，権力「期待」としての市場の統一があった。
２ 授業計画（紙幅の都合で，パートⅡとパートⅢとパートＶのみを示す）
◎：各パートの中心発問 ○：◎を支える発問，●を支える発問（パートＶのみ）
●：◎を支える発問（パートＶのみ）
教師の指示・発問・説明における波線部 は本単元において工夫した点を表す。煮 紗社社社

生徒の応答・学習内容資料教授・学習活動教師の指示・発問・説明パート

Ｔ．パートⅡの学
習問題の提示

◎「ルイ１６世の絶対
王政は有罪であ
る」の立場にたっ
て，意見を組み立
ててみましょう。



―３５―

当時の身分制，税制度，貴族や聖職者の免税
特権から，税によって国民の生活が苦しい。
バスチーユ牢獄の襲撃のときもルイ16世は日
誌に「なにもなし」と記し，国・王家の危機
に瀕していても気づていない。
革命が進行し，新しい国づくりにかかろうと
していた時に，「ヴァレンヌ逃亡」が起こり，ル
イ１６世への信頼は一気になくなった。
「ヴァレンヌ逃亡」で「パリ中が悲しみに包
まれる」ぐらい国民は，国王に裏切られた気
持ちになった。
参政権を得たのは，納税をしている能動的市
民である。納税をしていない受動的市民と女
性には，参政権が与えられなかった。
黒人は解放黒人と奴隷黒人に分けられ，奴隷
黒人は参政権が与えられなかった。
フランス革命の年（1789）は，厳冬で凍死す
る人が増加したことや，ブドウの木が育たな
くなり生活難，食糧難に陥った。
重税な上に土地の悪い地域はパンにこと欠く
こともあった。
国民は人頭税，十分の一税などの税金で苦し
い上に飢饉も重なり，餓死する人が増えた。
国民の暮らしぶりは悪化をたどっている。１
日１６時間労働，小麦の価格の高騰，６畳に一
家６人，入浴なしである。その結果たくさん
の死者が出た。
財政赤字はルイ１４世やルイ１５世のヴェルサ
イユ宮殿の建設や対外戦争もあるが，それを
知りながら，ルイ１６世はアメリカ独立戦争の
支援を行った。そしてその費用を国民の税負
担に頼った。結果として国家財政は危機に瀕
した。
ルイ１６世の王妃マリーアントワネットは，お
気に入りのポリニャック夫人に一族に５０万
リーブル（約５億円）を渡していた。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

Ｔ．指示する
Ｐ．意見を書く

Ｔ．資料の補足説
明をする

Ｐ．意見を書く

Ｔ．発問する
Ｐ．発表する

Ｔ．説明する

○今から意見の作り
方を説明します。
資料を見つけ，資
料を読み，結論に
つながる理由を考
えて意見を作成し
てください。でき
るだけたくさん意
見をつくってみま
しょう。

○資料から「国民の
煮 紗社社社社社社社社社社社社社社社

生活の苦しさ」
煮 紗社社社社社社社社社社社社社社

「人々を平等に
煮 紗社社社社社社社社社社社社社社社

扱っていない」「国
煮 紗社社社社社社社社社社社社社社社

民の信頼を失って
煮 紗社社社社社社社社社社社社社社社

いる」というよう
煮 紗社社社社社社社社社社社社社社社

なことを読み取っ
煮 紗社社社社社社社社社社社社社社社

てみましょう。
煮 紗社社社社社社社社社社社社

○作った意見の理由
付けを発表してく
ださい。
理由づけを確認

煮 紗社社社社社社社社社社社社社

することで，政治
煮 紗社社社社社社社社社社社社社社社

には何が必要かが
煮 紗社社社社社社社社社社社社社社社

よくわかってきま
煮 紗社社社社社社社社社社社社社社社

すね。
煮 紗社社社社

Ⅱ
一
方
の
立
場
に
立
脚
し
た
根
拠
の
作
成

Ｔ．パートⅢの学
習問題の提示

◎「ルイ１６世の絶対
王政は無罪であ
る」の立場にたっ
て，意見を組み立
ててみましょう。

Ⅲ
他
方
の
立
場
に
立
脚
し
た
根
拠
の
作
成

ルイ１６世は，財政危機の中，アメリカ独立戦
争を支援した。アメリカ合衆国があるのは，
ルイ１６世のおかげである。
ルイ１６世は寛容令によって，プロテスタント
やユダヤ教徒に市民権を与え，信教の自由を
保障した。
ルイ１６世は，海軍の知識が豊富で，海軍を再
編した。
ルイ１６世は，死刑と残酷な刑はやめ，刑罰の
人道主義化に努めた。
ルイ１６世は頭脳明晰で，地理，歴史，精密科
学に精通していたり，外国語が話せたり，哲
学書を原書で読むことができた。
ルイ１６世の趣味は狩猟と錠前作りである。錠
前作りの趣味により精密科学に造詣が深くな
り，ギロチンの斜めの刃の発案者でもある。
ルイ１６世はｺﾝﾋ゚ｴーﾆｭという町の地図を作り，
百科全書を購入して啓蒙思想に明るい。
ルイ１６世は，財政破綻を改善させるために，
特権身分の税負担を求めた。
ルイ１６世は，チュルゴーを財務総監に登用
し，赤字幅が減少になった。
ルイ１６世は，より広く意見を求めるために，
三部会を開催した。そして，革命的雰囲気を
さらに醸成させた。
ルイ１６世はヴェルサイユ行進で，生活の苦し
みを訴えてきた女性に対して，パンと小麦を
パリに届けることを約束した。
ルイ１６世は，バスチーユ牢獄への襲撃に対し
て，軍隊派遣で制圧するのではなく，和解す

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳









Ｔ．指示する
Ｐ．意見を書く

Ｔ．資料の補足説
明をする

Ｐ．意見を書く

○今から意見の作り
方を説明します。
資料を見つけ，資
料を読み，結論に
つながる理由を考
えて意見を作成し
てください。でき
るだけたくさん意
見をつくってみま
しょう。

○資料から「国民の煮 紗社社社社社社社社社社社社社社社

ことを考えた政煮 紗社社社社社社社社社社社社社社社

策」「国家のことを煮 紗社社社社社社社社社社社社社社社

考えた政策」「国王煮 紗社社社社社社社社社社社社社社社

の頭脳明晰さ」「革煮 紗社社社社社社社社社社社社社社社

命の原動力」「国王煮 紗社社社社社社社社社社社社社社社

への信頼」という煮 紗社社社社社社社社社社社社社社社

ようなことを読み煮 紗社社社社社社社社社社社社社社社

取ってみましょ煮 紗社社社社社社社社社社社社社社社

う。煮 紗社社



〔教授・学習用資料・出典〕

(パートⅡ）

―３６―

ることを選んだ。
国民は絶対王政には批判的であったが，ルイ
１６世のことは尊敬していた。
国民生活の改善，平等の実現，統治者への信
頼が必要である。



○政治に必要な資質煮 紗社社社社社社社社社社社社社社社

とは何か。煮 紗社社社社社社社社

Ｔ．パートⅤの学
習問題の提示

◎どうして絶対王政
が成立したので
しょうか？

Ⅴ
時
代
背
景
の
把
握

国王が行政・軍事などの権力をすべて掌握す
ること。
国民を重税で苦しめたり，平等 に参政権を
与えなかったり，国民を苦しめる政治につな
がった。
フランス革命が起こり，ルイ16世は処刑され，
絶対王政は消滅した。
どうしてか分からない。

インノケンティウス３世「教皇権は太陽，皇
帝(国王)権は月」の言葉より，教皇権の力が
国王権よりも勝っている。

人口が３分の１になり，農民の待遇の向上が
図られ，教皇の支配も少し弱まった。

農民一揆が起こり，領主層が窮乏し，国王に
領地をとられることとなった。

教皇(ボニファティウス８世）と国王(フィ
リップ４世）が争い，国王が勝利を収め，国
王の力が教皇権をしのぐようになった。

重要議題を議論する場が設定され，国民の参
政権が保障され，国民の国王に対する期待感
が大きくなった。

神から授かった王権は人民に拘束されないと
いう「王権神授説」の考えがボーダン・ボシュ
エによって広められ，絶対王政を正当化した。

常備軍を配置した。その常備軍 には，市民
層を活用した。常備軍の維持のために，貿易
を積極的にすすめ，外貨を獲得した。

貨幣経済の浸透により，商業圏が拡大し，市
場の統一が必要なった。統一には，それに従
う権力が必要になったため。
教皇権の相対的な衰弱の中でしだいに，国王
の権力が大きくなった。そこで，国王の権力
を国民に納得させるために王権神授説を活用
した。また，常備軍を設置することにより，
権力の維持を図った。さらにこの時代は，貨
幣経済が浸透したこともあり，市場の統一の
ために国王の力が都市の市民に必要であった。

















Ｔ．発問する
Ｐ．答える
Ｔ．発問する
Ｐ．答える

Ｔ．発問する
Ｐ．答える

Ｔ．発問する
Ｐ．答える

Ｔ．発問する
Ｐ．答える

Ｔ．発問する
Ｐ．答える

Ｔ．指示する
Ｐ．答える

Ｔ．指示する
Ｐ．答える

Ｔ．指示する
Ｐ．答える

Ｔ．指示する
Ｐ．答える

Ｔ．指示する
Ｐ．答える

Ｔ．指示する
Ｐ．答える

○絶対王政とは何で
しょうか。
○ルイ１６世の絶対
王政はどうなりま
したか？

○どうして国民を苦
しめる絶対王政が
成立したのか？

●教皇権と皇帝権の
力関係がどのよう
に変化しただろう
か？
○インノケンティウ
ス３世の言葉は何
を意味しているの
だろうか？
○黒死病（ペスト）
の大流行で，教皇
権の支配はどのよ
うになっただろう
か？
○ジャックリーの乱
で教皇権の支配は
どのようになった
か？
○アナーニ事件に
よって教皇権の力
はどのようになっ
たか？
○三部会の開催によ
り，国民の王に対
する期待はどうな
りましたか？
●国王に権力を集中
させるためにどの
ような考え方が成
立したのでしょう
か？
●国王の力を維持さ
せるためにどのよ
うな政策をすすめ
たのでしょうか？
●国民は国王の力を
なぜ，必要とした
のでしょうか？
○絶対王政が成立し
た理由について，
自分なりにまとめ
てみましょう。

①安達正勝『物語フランス革命』中公新書，2008年，p.28 ②安達正勝『物語フランス革命』中公新書，2008年，p.54 ③安達正勝『物語フラン
ス革命』中公新書，2008年，p.90 ④セレスタン・ギール，河野好蔵監訳 『フランス革命下の一市民の日記』中央公論社，1980年，p.47 ⑤安達
正勝『物語フランス革命』中公新書，2008年，p.94 ⑥セレスタン・ギール，河野好蔵監訳 『フランス革命下の一市民の日記』中央公論社，1980
年，p.37 ⑦歴史学研究会編『世界史史料６』～ヨーロッパ近代社会の形成から帝国主義へ～岩波書店，2007年，pp.24-25 ⑧河野健二編『資料
フランス革命』岩波書店, 1989年，pp.74-75 ⑨安達正勝『図解雑学フランス革命』～ヴェルサイユ落日からナポレオン配流まで～ナツメ社，
2010年，pp.42-43 ⑩安達正勝『図解雑学フランス革命』～ヴェルサイユ落日からナポレオン配流まで～ナツメ社，2010年，pp.38-39 ⑪安達正
勝『図解雑学フランス革命』～ヴェルサイユ落日からナポレオン配流まで～ナツメ社，2010年，pp.38-39 ⑫安達正勝『図解雑学フランス革命』
～ヴェルサイユ落日からナポレオン配流まで～ナツメ社，2010年，pp.42-43



Ⅲ 実践における歴史認識とその意義

１ ワークシートの分析

筆者は，開発した単元を，2015年２月26日から

３月5日の間（５単位時間），２年生（１クラス30

名）において実践した。この時使用したワークシー

トとアンケートの記述をもとに，実践で生徒が学

んだ歴史認識を明らかにし，評価を行う。分析し

たワークシートはパートⅣで使用したものとす

る。パートⅣは，個人の最終判断を行う学習であ

る。判断結果の内訳は「有罪である」が１４名，

「無罪である」が１３名「無罪とも有罪ともかぎ

らない」が２名である。それぞれの立場がどのよ

うな歴史認識を獲得したのか。その歴史認識には

どのような意義があるのか。

「有罪である」は，表２が示しているように，

３通りの歴史認識が獲得されている。一つは，資

料①④⑦⑧⑨⑩⑪⑫から「徴税の平等及び不平

等」・「国民の過酷な生活」・「国民生活の負担」・

「国王の責任を国民に負わせる」・「農民と宮廷生

活の差」・「国民生活改善政策の必要性」・「国民の

生活の悪化」・「国民への重税」・「宮廷生活の浪費」

などのように，国王の政策や国王在位中の天候に

より，国民の生活が苦しくなったことを認識して

いる。二つは，資料⑤⑥から「参政権の不平等」・

「参政権の不平等と人権問題」・「黒人の不平等」

などのように，国王が人々を平等に扱っていない

ことを認識している。三つは，資料②③④から

「国王に対する不信感」・「国王の政治的無関心」・

「国王の政治的責任感の欠如」・「国王の裏切り」・

「国王に対する信頼がない」・「国王の政治的資質

の欠如に対する国民の不満」などのように，国王

の行動が国民の国王に対する信頼を失わせたこと

を認識している。特に一つ目と二つ目の歴史認識

は，フランス絶対王政期を表す特色となっている。

「無罪である」は表３が示しているように４通り

の歴史認識が獲得されている。一つは，資料⑬⑭

⑯⑳から「国王としての政治的態度」・「ア

メリカ支援の今日的意義」・「信教の自由」・「国防

政策」・「刑罰の人道主義化」・「国王の優しさ，国

民への愛」・「財政改善政策の効果」・「バスチーユ

牢獄襲撃の平和的解決」などのように，国王が国

民や国家に対して効果的な政策を出したことを認

識している。二つは，資料⑳から三部会の

開催により「解決策としての話し合い」・「国民の

政治参加」・「平等に国民を扱う」・「平等，自由の

実現」などのように三部会の政治的意義を認識し

ている。三つは，資料⑰⑱から「才能，能力と政

治的資質」・「国王の政治的資質」などのように国

王の才能や能力が国王の政治的資質に関係してい

ることを認識している。四つは，資料から「国

民の国王に対する思い」・「国民からの尊敬」など

のように，国王が国民から慕われていたことを認

識している。国王が国民や国家に対して効果的な

政策を出したことを認識内容の中心となってい

る。「有罪とも無罪ともかぎらない」は表４が示

しているように資料⑩⑬から「国民生活改善政策

の必要性」「宮廷と労働者との経済的不平等」か

ら国民生活の苦しさ，資料④から宮廷の人々への

教育が必要であったこと，資料⑫から「国王の政

治的責任の欠如」により国民の信頼を失うことを

認識している。資料⑬⑮からは「自国を守る政策」

に効果があったこと，資料⑳からは「国民の

負担軽減」・「三部会の意義と国王の優しさ」・「税

負担の平等と国民の政治参加」から国民の負担を

軽減する政策に効果があったことや三部会の政治

的意義について認識している。

ワークシートの分析を通して，「有罪である」

の歴史認識の一つである「国王の政策や国王在位

中の天候により，国民の生活が苦しくなったこ

と」・「国王が人々を平等に扱っていないこと」は

―３７―

（パートⅢ）
⑬安達正勝『物語フランス革命』中公新書，2008年，p.34 ⑭安達正勝『物語フランス革命』中公新書，2008年，p.34 ⑮安達正勝『物語フラン
ス革命』中公新書，2008年，pp.34-35 ⑯安達正勝『物語フランス革命』中公新書，2008年，p.35 ⑰安達正勝『物語フランス革命』中公新書，
2008年，p.35 ⑱安達正勝『物語フランス革命』中公新書，2008年，p.35 ⑲安達正勝『図解雑学フランス革命』～ヴェルサイユ落日からナポレ
オン配流まで～ナツメ社，2010年，p.46 ⑳安達正勝『物語フランス革命』中公新書，2008年，p.42 安達正勝『図解雑学フランス革命』～ヴェ
ルサイユ落日からナポレオン配流まで～ナツメ社，2010年，p.39 安達正勝『物語フランス革命』中公新書，2008年，p.44 安達正勝『物語
フランス革命』中公新書，2008年，pp.64-65 安達正勝『物語フランス革命』中公新書，2008年，p.55 安達正勝『物語フランス革命』中公
新書，2008年，p.42

（パートⅤ）
佐藤次高・木村靖二・岸本美緒他『詳説世界史 改訂版』山川出版社,2008年，p.138 佐藤次高・木村靖二・岸本美緒他『詳説世界史 改訂
版』山川出版社,2008年，p.148 佐藤次高・木村靖二・岸本美緒他『詳説世界史 改訂版』山川出版社,2008年，p.148 佐藤次高・木村靖二・
岸本美緒他『詳説世界史 改訂版』山川出版社,2008年，p.149 佐藤次高・木村靖二・岸本美緒他『詳説世界史 改訂版』山川出版社,2008年，
p.149 佐藤次高・木村靖二・岸本美緒他『詳説世界史 改訂版』山川出版社,2008年，p.149 佐藤次高・木村靖二・岸本美緒他『詳説世界史
改訂版』山川出版社,2008年，p.151 柴田三千夫『フランス史１０講』岩波新書,2006年，p.90 佐藤次高・木村靖二・岸本美緒他『詳説世
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市民革命期を表す特色つまり，時代解釈となって

いる。「無罪である」の歴史認識の中心は，「国王

が国民や国家に対して効果的な政策を出したこ

と」である。効果的な政策の中には，国民生活向

上の政策もあり，時代解釈を踏まえた認識がなさ

れている。「有罪でも無罪でもない」においても，

国民の苦しさという時代解釈を認識しつつ，宮廷

の人々に対する人々への教育という新たな認識を

獲得している。以上のようにどのような立場にお

いても，時代解釈を踏まえながらの議論が展開さ

れているといえる。

２ アンケートの分析

絶対王政に対する認識がどのように変化し，深

まっているかを明らかにするためにアンケートを

実施した。表５より，本単元を学習する前の絶対

王政に対する認識は，「国民のことを考えない自分

勝手な政治」・「国民が国王に逆らうことができな

い恐ろしい政治」・「国民を苦しめる政治」となり，

生徒は絶対王政を否定的にとらえている。単元終

了後の絶対王政に対する認識は，表６から，「国

民の国王の権力への期待」・「国民の国王に対する

信頼」・「歴史の必然性」・「国家の利益」・「絶対王

政の工夫」・「多面的に考察することの意義」を認

識内容として絶対王政に対して肯定的もしくは，

仕方がないなどの認識を得ている。ほとんどの生

徒が絶対王政について学習前の認識を変容させて

いる。さらに「貨幣経済の浸透により，国民が国

王の力を必要としていたことが分かった」「ルイ

１６世もしっかり政治をやっていたし，国民達も国

王の力を必要としていたから」などのように，国

王から支配される市民が逆に国王の力を利用する

という歴史認識へと深めている。さらに，注目す

べきは，「多面的に考察することの意義」につい

ては，ルイ１６世の絶対王政について肯定的側面が

存在することを受け，「絶対王政はだめと思ってい

たけれど，国民を苦しめていたと決めつけず，そ

の裏にあったいいことなどをしっかり勉強してい

きたい。」と，絶対王政についての偏った認識を

克服することの大切さを歴史学習の意義としてと

らえている。「歴史の必然性」については，絶対

王政を「時間が経つごとに国民を苦しめていっ

た」，「成立するまでにさまざまなことがあり，そ

うすることで国がよくなるのではないか」ととら

え，歴史事象を今の時点から評価をするのではな

く，冷静に受け止めようとする，歴史認識に必要

な構えが見られる。

Ⅳ おわりに

本研究では，社会的判断力育成の社会科歴史学

習において，歴史認識を深めるために二つの事に

着目した。一つは討論である。目ざすべき討論を

能力目標として記述した。目標にもとづき，歴史

認識を深める資料つまり時代解釈とかかわる資料

を選定し生徒に提供した。そして確実に時代解釈

について触れられるように，資料の解釈について

のヒントを出した。討論のまとめには，資料解釈

の意味付けを行う補足的な発問を行い，時代解釈

をふまえた意見の構築を図った。ワークシートの

分析から，どの立場においても時代解釈を踏まえ

た議論が展開されていることが明らかになった。

二つは，補完的な学習の役割に着目した。学習の

混乱が少ないように，討論で扱った学習材を補完

的な学習にも利用した。アンケートの分析により，

多数の生徒が絶対王政のマイナスイメージから解

放され，歴史の発展の中で絶対王政をとらえるこ

とができるようになった。そして，単元を追うご

とに歴史認識がさらに深まった。課題としては，

深まった歴史認識をどのように活用することで，

社会的判断力が高まるかを授業レベルで明らかに

していきたい。
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表２．有罪である（最終判断）の認識内容
認 識 内 容理 由 付 け資料番号生徒

①徴税の平等
④国民への負担と逃亡に対
する不信感

①皆平等なのに，９８％占めている平民から，税をとるのはおかしい。
④国民に重税をおしつけて，国王だけ逃げるのはおかしい。

①
④

１

②国王の政治的無関心
③④国民の不信感
⑩⑫国民の過酷な生活と宮
廷生活の維持

②国王はバスチーユ牢獄が攻撃され，全然対策を考える気配がなかったから。
③④ヴァレンヌ逃亡事件により，国民は怒りと悲しみをもち，王政を廃止することにつながったから。
⑩⑫国民は１６時間働いて，年収約５０万なのに，マリーアントワネットは気に入った人に約５億円も
あげるのは，国民の苦労を分かっていないと思うから

②
③④
⑩⑫

２

④国王の政治的責任感の欠如
⑤参政権の不平等
⑨国民生活負担

④自分の国の政治を投げ出し，国民を見捨てたことになるから。
⑤ルイ１６世は参政権に関して国民を不平等に扱っていたとみなせるから。
⑨ルイ１６世が早く，特権身分の税負担を実現できてれば，たくさんの命が助かっていたと思うから。

④
⑤
⑨

３

④国王の裏切り
①徴税の平等
⑥参政権の不平等

④信じて裏切られて，しかも自分だけ助かろうとしたこと。
①国民全員から税金をとるべき
⑥参政権に関して不平等があったから。

④
①
⑥

４
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⑤⑥参政権の不平等
⑧国民生活の負担
③④国王の裏切り

⑤⑥参政権に関して国民を平等に扱っていない。
⑧平民は苦しんでいる上に，パンも食べられないということを国王が分かっていない。
③④国民を見捨てて，自分だけ助かろうとしたのは許せない。

⑤⑥
⑧
③④

５

⑪自分の責任を国民に負わ
せる。
⑦政治的責任の欠如
⑩⑫農民と宮廷の生活の差

⑪戦争により，国王の判断で大きな赤字にし，農民などに重税を払わせるのは不公平でおかしいから。
⑦パンや麦を届けるといっておきながら，約束が守れていないから。
⑩⑫農民が死ぬ気働いて40～70万しかもらえないのに，マリーアントワネットは気に入った人に5億
もあげるのは，おかしい。

⑪
⑦
⑩⑫

６

④国王に対する国民の信頼
⑤⑥参政権の不平等

④国民の信頼がなくなるから。
⑤⑥参政権に関して不平等があるから。

④
⑤⑥

７

⑥参政権の不平等と人権問
題
②政治的資質の欠如
①徴税の平等

⑥解放黒人は自由だが，奴隷黒人はそのまま人種差別を受けたり，参政権がなかったりするから。
②国民が困っているのに，脳天気でいるのはよくないから。
①お金に余裕がある，第一身分と第二身分からも税金をとるべきだから。

⑥
②
①

８

⑧⑨政治的配慮としての地
域格差
③④国王への不信感
⑦⑧国民生活改善政策の必要性

⑧⑨土地の悪い所や産業や商業が発展しない地域もあるのに，そのことを無視したから。
③④国王と外国がつながっているという噂に対する信憑性を増すような行為を行ったから。
⑦⑧餓死や凍死に対する対策を行うべきであった。

⑧⑨
③④
⑦⑧

９

②国王の政治的資質の欠如
⑩国民の生活の悪化
④国民の信頼を裏切る

②国王なのに，国のことを考えていなかったから。
⑩１日１６時間も働き，お風呂にも入れずに死亡者がたくさん出るのはよくないから。
④国民を裏ぎり，自分たちだけで助かろうとしたのはいけないから。

②
⑩
④

１０

①徴税の不平等
⑨国民生活の苦しさ
⑩深刻な国民生活

①第三身分は重税にあえいでいたのに，僧侶と貴族には免税特権が与えられているのは，おかしいから。
⑨自分が作った麦なのに自分たちが食べられないのは，おかしいから。
⑩1日１６時間労働，小麦価格高騰,6畳に一家6人,入浴なしの生活で大勢の人たちが亡くなったのはお
かしい。

①
⑨
⑩

１１

⑥参政権の不平等と人権問
題
④国王に対する不信感
①徴税の不平等

⑥奴隷黒人には選挙権が与えられなかったし,黒人に対して差別をしていたから。
④国王が国民を悲しませたからこそ,王政を廃止することにつながったから。
①ルイ１６世のせいで,不平等な税になったから。

⑥
④
①

１２

③④国王の国民への裏切り
①⑨国民への重税
⑩⑫宮廷生活による浪費

③④国民を見捨てて自分だけ助かろうとするのは,国王としてはやってはいけないことだと思うから。
①⑨国民が税で苦しんで改善させなかったせいで,何人も死んでいったから。
⑩⑫国のお金を預かっているのにもかかわらず,浪費しているせいで国民が苦しんだから

③④
①⑨
⑩⑫

１３

④国王の政治的資質の欠如
に対する国民の不満
①徴税の平等
⑥黒人の不平等

④国民を捨てて自分たちだけが,救われようと,逃亡を謀ったことは,国民にとっては許せない。
①お金に余裕がある,第一身分と第二身分からも,第三身分と同じ税金はらわなければならない。
⑥解放黒人は自由なのに,奴隷黒人は自由を奪われているから。

④
①
⑥

１４

表３．無罪である（最終判断）の認識内容
認 識 内 容理 由 付 け資料番号生徒

⑭信教の自由
⑳国を豊かにする政策
解決策としての話し合い

⑭信教の自由にもつながる先進的な王令を出すのは,すばらしいことだから。
⑳特権階級をなくして,国民全員から税をとる仕組みに変えたり,改革派の人物を登用して,財政を
立て直して,国を豊かにしようとしたことは国民のためにもなるので,国民を思いやるすばらしい国
王だと思ったから。
国民を武力によっておさえるのではなく,話し合いで解決しようとしたのはすごい。

⑭
⑳


１５

⑯刑罰の人道主義化
⑬アメリカ支援の今日的意
義
⑰⑱才能，能力と政治的資質

⑯人を痛めつける刑罰は残酷なことだと考えていたから。
⑬アメリカ合衆国は今や世界をリードする国です。この支援がなければ,アメリカ合衆国憲法が成立
しないと考えると,ルイ１６世の判断はよかったと思います。
⑰⑱ルイ１６世は頭脳明晰であるということが分かります。頭脳明晰さが,いい政治につながるから。

⑯
⑬
⑰⑱

１６

⑬アメリカ支援の今日的意義
⑯刑罰の人道主義化
⑰⑱才能・能力と政治的資質

⑬今の苦しさをどうにかすることはできなかったけれど,結果として未来につながっているたから。
⑯人を痛めつける行為を残酷だと国王が分かっているから。
⑰⑱頭脳明晰であるということが,いい政治につながると考えられるから。

⑬
⑯
⑰⑱

１７

国民の苦しみを軽減する
ための方法
国民の政治参加と国王
の優しさ
⑳国民の苦しみを軽減する
ための方法

困っている人を助けることは当然だから。
ルイ１６世は人に平等に意見を求めたり,困っている人を助けたりできるという優しい心の持ち主
であるから。
⑳農民の苦しい思いに気づき,国民を少しでも楽にさせようと思っているから。



⑳

１８

⑭信教の自由
⑮国の防衛
国民の国王に対する思い

⑭国民に対して自由に宗教を信仰させることによって国民を大切にしていることが分かるから。
⑮国とその国民を守るために必要なことを行った。
本当は国民に慕われていることがわかるから。

⑭
⑮


１９

⑭信教の自由と国民の負担
軽減
⑯国王の優しさ
⑳平等に国民を扱う

⑭⑳信教の自由により差別がなくなるから。
⑯ルイ１６世には，人を大切に想う気持ちがあるということが分かります。それは，国民を守ると
いうことにつながります。
⑳人民を大切にしたり，平等に扱っていること

⑭⑳
⑯
⑳

２０

⑭宗教の違いによる差別が
なくなる。
国民の苦しみを考えた
政策
⑯刑罰の人道主義化

⑭ルイ１６世は宗教の違いによる差別をなくし，平民の負担を少しでも軽くしようとするなど，良い
政治をしていると思います。
ルイ１６世は国民のことをよく考えているのように思えるので，国民からの信頼もあったと思いま
す。
⑯人間性を考え，人間愛をもっている人だと思われます。

⑭

⑯

２１

⑭信教の自由
⑳国民の負担・不満の軽減
⑳国民の負担軽減と国
民の尊敬

⑭信教の自由につながる政策をしたことになります。
⑳特別身分の税負担を求めることは，国のためにもなり，国民の不満を少しでも減らすことができる
から。
⑳国家や国民のことを大切にしていた一面もあり，国民から尊敬され慕われたから。

⑭
⑳
⑳

２２

⑫⑬国王の優しさによ
り国家財政が危機になった。
⑭⑯国民への愛と平等・自
由の実現
⑳国民の負担軽減

⑫⑬他の国の援助をするほど優しい人で，その性格のためマリーアントワネットの贅沢に注意が
できずたくさんお金をつかったからです。
⑭⑯国王は国のことをきちんと考え、国民を愛し，人を平等に扱おうとして，自由への第一歩を踏
み出したと思います。
⑳免税特権を廃止して，国民の気持ちをおさめようとした。

⑫⑬

⑭⑯

⑳

２３
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⑬国王として政治的態度
⑮国防政策
⑯刑罰の人道主義化

⑬他国を援助することは，国王という立場として立派な行為だと思うから。
⑮海軍を強くして，国を守るとうことは人民を守ることにつながるから。
⑯人を痛めつけること残酷だから。

⑬
⑮
⑯

２４

⑬アメリカ支援の今日的意義
⑰⑱国王の政治的資質
⑳財政改善政策の効果

⑬アメリカへの支援があってこそ，今の世界が成り立ているから。
⑰⑱自分の趣味で終わらせず，国の政治に活用できているから，国王の意欲を感じることができる。
⑳いろんな政策をさまざまな視野から成立させ，国のために全力を尽くす姿が読み取れます。

⑬
⑰⑱
⑳

２５

⑳国民の政治参加
⑳財政改善政策
⑳バスチーユ牢獄襲撃の平
和的解決

⑳国民と共に政治をしようと思うことが分かります。
⑳国家を助けるために免税特権を廃止して，赤字を改善するためにした政策だから。
パリを制圧しようとした宮廷内の人とは違って国王は国民と和解を選んだよい人だから。

⑳
⑳


２６

⑮国家・国民の防衛
⑳財政改善政策と徴税の
平等
国民の国王に対する思い

⑮海軍を強化することで，自らの国を守ることができ，それは，そこの国に住んでいる人々を守るこ
とができるから。
⑳財政が苦しいときにしっかり対策をし，不平等だったところを同じにしていったから。
国王は，絶対王政をしていたものの国民から好かれていたから。

⑮

⑳


２７

表４．有罪とも無罪ともかぎらない（最終判断）の認識内容
認 識 内 容理 由 付 け資料番号生徒

⑩国民生活改善政策の必要性
⑩⑬国民生活の経済的苦しさ
⑳国民の負担軽減
三部会の意義と国王の
優しさ

⑩一生懸命働いている工場労働者にもっと給料を与えるべき
⑩⑬お気に入りのお金をあげていることはかまわないが，工場労働者にわたされないのは，差別だと
思う。
⑳農民の苦しい思いに気づき，国民を少しでも楽にさせようとしていると思ったから。
人に平等に意見を求めたり，困っている人を助ける優しい心の持ち主だから。

⑩
⑩⑬

⑳


２８

⑫宮廷の人々への教育の必
要性
④国王の政治的責任の欠如
⑬⑮自国を守る政策
⑳税負担の平等と国民の
政治参加

⑫マリーアントワネットにお金の貴重さを教育すべきであったと思うから。
④国王と国民を見捨てるという最もしてはいけない行いをしたと思うから。
⑬⑮アメリカへの支援がイギリスを倒すことにもつながり，海軍の強化により国を強くしたから。
⑳特権身分の税負担をもとめ，国民を政治に参加させる三部会を開いたから。

⑫
④
⑬⑮
⑳

２９

表５．「絶対王政の学習」前の絶対王政についての印象
印象内容・人数Ｑ絶対王政についてどのような印象をもっていましたか？の回答例

国民のことを考えない自分
勝手な政治
８

○国王が国のすべてを掌握して，あれこれ好き勝手なことばかりしていて，国民にあまり良いように思われていな
いという印象をもっていました。
○絶対王政は，国王が国民のことを何も考えずに，自分の思う政治をしていて，国民に全員によく思われていない
という印象。
○王様だけがいばって，国民のことを考えないような政治をしているイメージをもっていた。

国民が国王に逆らうことが
できない恐ろしい政治
６

○国民のことを考えず，国王を中心として行うということは，国民にとって逆らうことができない恐ろしい存在で
あるとおもっていた。
○国王がすべてを命令して，絶対的に国民が従わなければいけないと思っていた。
○国王の言った事は絶対に言いなりにならなければいけないという印象

国民を苦しめる政治
１４

○絶対王政について悪い印象をもっていました。理由はたくさんの税金を支払う・宮廷の派手な生活・平等に扱わ
れないということがあったからです。
○たくさんの人を苦しませたり，死者を出したりする最悪のものだと思っていた。
○絶対王政は，とてもひどく国民たちを苦しめるだけの政治だと思っていた。

意味がわからない １○最初絶対王政の意味がわからなかった。

表６．「絶対王政の学習」後の絶対王政についての印象○：印象の変化●：印象の変化なし
印象内容・人数Ｑ絶対王政の学習の後，印象はどのように変わりましたか？それはどうして変わったのですか？の回答例

国民の国王の権力への期待
６

○国民は，国王のことが嫌いだと思っていましたが，そうではないことが分かりました。なぜなら貨幣経済の浸透
により，国民が国王の力を必要としていたことが分かったからです。
○ひどいと思っていたけれど，そこまでひどくないと思いました。理由は，資料を読んでルイ１６世もしっかり政治
をやっていたし，国民達も国王の力を必要としていたからです。

国民の国王に対する信頼
５

○印象は少し良くなりました。理由は，国民が国王を信じるようになったからです。
○国王が国民の事を考えて行った政治と思う。国民が国王を信頼してその政治についていったと思うから。

多面的に考察することの意
義

５

○当時有罪として死刑となってしまったが，一方から見るのではなく様々な面からの視野から見ることで，有罪と
いう悪いことだけではなく，国のために力を尽くす国王の良き行動を知ることで，いいことをしている人でもある
と思った。
○絶対王政は国民を苦しめるためだけではなく，国をよくするためもあったということが分かりました。絶対王政
は絶対にだめと思っていたけれど，国民を苦しめていたからだめと決めつけず，その裏にあったいいことなどをしっ
かり勉強していきたいです。

歴史の必然性

２

○絶対王政は，もともとは国民が国王を慕って言いなりになっていたことがわかりました。また，絶対王政は国民
のためになるもので国民の生活が豊かになっていくものなんだと分かりました。絶対王政は国民を助けるためのも
のから，時間が経つごとに国民を苦しめていたんだと思いました。
○絶対王政の成立は，仕方ないかなと思った。成立するまでにさまざまなことがあり，そうすることで国がよくな
るのではないかなと思ったからです。

国家の利益
４

○最初は，絶対王政は残酷なものだと思っていたけど，国のためにあってはいいものだと思いました。
○絶対王政は，重税や不平等だけではなく，国のためになることもあることに気が付いた。

絶対王政の工夫 １○国王がただ政治を行うのではなく，絶対王政を維持させるために，常備軍をおくなど，いろいろ工夫をしていた
のだと思った。

国民の苦しさ
４

●絶対王政は悪い政治ではないと思っていたけれど，資料などを読んでいくたびに，なんて最低な国王なんだろう
と思った。国民は苦しんでいるのになんでこんな悲惨なことができたのだろうかなどと思った。
●うらではいいことをしていたのかもしれないけれど，国民が苦しい思いをしたにはちがいないから，あまり印象
を変わらなかった。絶対王政に対する印象は悪いです。
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